
「外傷の湿潤治療」普及のための最大の障害は何でしょうか

考えられるものをご自由に追加してください。1.
連続投票は反映されません。2.

有効投票：447件

回答 順位 項目 得票 割合

1 医師の余計なプライドと勉強不足 104  23.3%

2 上司の医師，同僚医師の無理解 83  18.6%

3 「何か起こったらどうする」という日本人の国民性 77  17.2%

4 教授などお偉いさんの権威主義 52  11.6%

5 湿潤療法というものの存在を知らないということ 25  5.6%

6 消毒に固執する医者と患者が宗教的に見える 24  5.4%

7 提唱者が英語論文を書かないこと 17  3.8%

8 提唱者が学会で発表しないこと 11  2.5%

9 湿潤療法を推奨している人たちが宗教的に見える 10  2.2%

10 ”その道の権威”の方々が、まだご存命でいらっしゃること 9  2.0%

11 消毒＋ガーゼでも結局傷は治ってしまうこと 8  1.8%

11 患者の無理解／患者が治療を受け入れない 8  1.8%

13 湿潤療法施行医が理論と実際をきちんと勉強しないこと 7  1.6%

14 提唱者が被覆剤メーカーと利益相反関係にあること 6  1.3%

14 （日本語英語関わらず）論文を読まず、勉強しないこと 6  1.3%

▽項目を追加する場合
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